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3Wカウンター40 施工要領書

1.施工条件

製品の改造はしないで下さい。

製品強度が失われる可能性があります。

3.製品概要

5.受桟の取付

裏面に続く

※酢ビ系接着剤を別途ご準備下さい。

カウンターを分割カットしての使用はできません。

(側受桟が不足します。)

カウンターを継いでの使用はできません。

4.組付準備

工程の確認(左記参照)1)

「1.施工条件」を確認して下さい。

■ 工程表

前工程

チェック

4 5 6 7

石

膏

ボ

ー

ド

貼

り

工

事

取

付

準

備

受

桟

の

取

付

8

大工工事

取

付

前

確

認

カ

ウ

ン

タ

ー

本

体

取

付

員数の確認(「2.員数表」)2)

設置場所の確認3)

部品名

カウンター本体

受桟

側受桟

t33.5×34.5×L1

ｔ40×D180×W 1枚

1本 背面壁への固定 (L1:1611 / 701)

本体 (W:1701 / 792)

寸法 員数 用途・備考

2本

固定ビス 皿木ねじ Φ4×65 1袋

t33.5×34.5×392 側面壁への固定

受桟と側受桟の壁への固定 (入数:32 / 20)

耐荷重シール 60kg 1枚

仕

上

げ

・

調

整

カウンター配置の位置出し(左図参照)1)

側受桟の取付(左図参照)2)

受桟の取付3)

製品を壁面に固定する際は、正しい位置に指定されたビスと

本数で確実に固定してください。

固定の際、必ず十分な強度ある下地に確実に固定できるよう、

下地のご確認をお願いします。
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事

後工程

チェック

側面壁からの取付になります。

両面壁の側受桟の高さを

合わせて下さい。

2.員数表



34.5

側受桟

棚本体

受桟

壁

受桟と側受桟の

接着面を押えて養生

側受桟

壁

壁

壁

側受桟

受桟

カウンター本体

はめ込む

壁

壁

壁

受桟

カウンター本体

はめ込む

側受桟

酢ビ

カウンター本体下面内側に、

径約3mmで、太線のように塗布

酢ビ

受桟に、径約3mmで、

太線のように塗布

6.取付前確認

7.カウンター本体の取付

仮組し、以下の事を確認(左図参照)1)

・カウンター本体と壁の隙間

・カウンター表面の凹凸、厚みの変化

・カウンター本体の水平

酢ビの塗布(左図参照)1)

・受桟の上面

・カウンター本体の下面内側

本体の取付2)

・壁に接着剤が付着しないよう、

　「養生テープ等」を貼る等して、

　本体と壁の接触部分周辺を

　マスキングして下さい。

養生3)

8.仕上げ・調整

1) 仕上げ

2) 確認

3) 「耐荷重シール」の貼付

・ はみ出た酢ビは、固まる前に拭取って下さい。

・カウンターと壁の隙間

・ガタツキが無い事

・カウンターの水平(前後・左右)
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・受桟部分の接着面が密着するように

 押さえ込んで養生して下さい。

接着面が浮いた状態だと

強度不足になります。

・養生時間は8～12時間です。

・「　　　耐荷重60kg以内」


